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3. マネジメント (3) 研究開発計画

研究開発のスケジュール
• 本事業は、ディープテック・スタートアップ個社が行う研究開発に対する支援であるため、本事業固有の研究開発計画は

作成しない。
• 他方、支援先スタートアップに関しては、応募（採択審査）時に研究開発の内容及び事業期間における目標等を提出

させ、審査においてその適切性を評価する。
• またNEDOが実施する伴走支援の中で、支援先スタートアップにおける研究開発の進捗状況を継続的に把握する。

キックオフ

①SVr/AR会合

合宿

NEP-Lab

中間1Day研修

プレ審査

②SVr/AR会合 ③SVr/AR会合

キックオフ

事業プランピッチ研修

起業マインド研修

最終報告会

開拓
コース

共通

躍進
コー
ス

＜実施項目1 年間スケジュール＞
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3. マネジメント (3) 研究開発計画

研究開発のスケジュール
• 実施項目2では、4～５月採択審査委員会、7～8月事業者交流会（勉強会）、3月事業報告会（中間・成果）、

その間、定期的に事業者間の勉強会及び対外的なセミナー等を開催。

事業報告会事業者交流会 セミナー

M
P
M
2
0
2
3

＜実施項目2 年間スケジュール＞

3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月

M
P
M
2
0
2
4

採択審査委員会 事業者交流会 事業報告会セミナー

セミナー

セミナー
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3. マネジメント (3) 研究開発計画

進捗管理

44

主催頻度対象・目的主なメンバー会議名

NEDO
運営管理法人• 週1回

• 毎週、運営管理法人との打ち合わせを行い、NEP開拓・躍進コースの進捗
確認、各プログラムに係る認識合わせ、事業者フォローや状況共有・相談を
実施。円滑な事業実施・フォロー実施に努めている。

• 運営管理法人
• NEDO運営管理法人との会議

NEDO
運営管理法人• 年2回• 開拓コースFRの進捗、状況を全体共有し、支援者同士で相談できる場を

作る。かつ、FRの支援方針について、支援者間で共通認識を形成する。
• 支援者（SVr、AR）
• 運営管理法人
• NEDO

SVr/AR会合

NEDO• 週1回• NEPチーム、MPMチームそれぞれが定期的にプロジェクト全体の進捗を確認
し、今後の方向性を議論• PMgr、各チームNEDOチーム会議

NEDO
調査委託先（22者）• 週1回• 横断的な情報取りまとめ及び対外的な広報・周知を目的に調査事業を実

施する中で、全体進捗を確認し、効果的な実施に向けた企画・調整を実施
• 調査委託先
• NEDO

調査委託先との会議
（22者）

毎月のメンタリングやオンライン・対面での研修を通じ、各事業者が約1年の期間内で円滑に事業遂行できるよう、加藤PMgrが中心となって
管理している。



3. マネジメント (3) 研究開発計画

進捗管理：事前評価結果への対応

対応問題点・改善点・今後への提言
本事業では、研究開発費等の支援の対象者として、事業会社におけ
る、新規事業創出を主眼とする内部プログラムを経てカーブアウトに取
り組む者を想定しており、事業会社による一定の関与があることを想定
している。関与の度合いについては、申請時や伴走支援・モニタリング
等の際に確認する仕組みを盛り込んだ。

元の事業会社との関わりによって、ディープテック・スタートアップ
の成長軸がこれまでの支援事業とは異なるものを描かれること
も期待できるため、「事業会社」の関与度合いについても注視
していただきたい。

1

本事業による支援対象が特定の領域に偏らないよう、一定の工夫
（「出資関心表明書」の提出元については、VCのみに限定しない）を
行うこととする。

・民間VCからの資金調達がアウトカム指標となっている点につ
いて、VCは投資領域に偏りがあり、特定の領域にのみに資金
が集中する。結果、VCが好まない（が、国として推し進めるべ
き）領域のスタートアップが本取り組みから生まれないことにな
る懸念がある。
・採択する側も、VCが好む領域を選んで採択しなければアウ
トカムの達成ができない恐れが高まり、選定責任を問われかね
ず、結果忖度してVCが好む領域の採択に偏る可能性もある。

2

NEP事業については、スタートアップが初期POCを達成するフェーズに
対して支援を行うものであり、その成長に重要な支援と認識している。

ディープテック・スタートアップの成長に重要なのはVCの
理解が得られにくいシリーズA（1億円～2億円程度）
であり、ここを重点的に支援すべき。

3
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意義・アウトカム（社会実装）達成までの道筋



3. マネジメント (3) 研究開発計画

進捗管理：事前評価結果への対応

対応問題点・改善点・今後への提言
事業設計の段階から広報を意識した取組み（例えば、カーブアウト
に関心のある事業会社・コミュニティの発掘・発掘、事業会社が所属
する経済団体との関係構築 等）を実施することで、事業開始後の
応募促進を図っている。

カーブアウトを促進する本事業に応募してくれる主体をいか
にして増やしていくかは重要な課題であろう。応募が増えれ
ば、本事業のインパクトは大きくなる。

4

スタートアップ新市場創出タスクフォースやグレーゾーン解消制度（規
制緩和関係）、新市場創造型標準化制度（標準化のための戦
略）、ＳＢＩＲ指定補助金等事業における政府調達の促進（省
庁調達関係）といった取組もある。いずれにしろ、様々な施策を通じ
て、スタートアップによる経済の活性化を目指してまいりたい。

本事業ですべてをカバーできるわけではないが、補完的な事
業として、新規参入が起こりやすいような規制緩和や、標準
化のための戦略、省庁の調達におけるスタートアップの比率
の向上などまだまだやれることは多いのではないだろうか。

5
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意義・アウトカム（社会実装）達成までの道筋
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